
尾道中学校・高校 （広島・私立）
テーマ ▶ 生徒の学力に合わせたスタディサプリ活用　　 目的 ▶ 基礎学力の定着・個別最適学習・教員の働き方改革

リクルートサービスを活用した実践事例

　

尾
道
中
学
校
・
高
校
は
、尾
道
市
唯
一
の
私

立
学
校
。
文
武
両
道
の
ス
ポ
ー
ツ
強
豪
校
と
し

て
も
知
ら
れ
、普
通
科
に「
最
難
関
コ
ー
ス
」「
難

関
コ
ー
ス
」「
総
合
進
学
コ
ー
ス
」「
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー

ス
」の
4
コ
ー
ス
、工
業
科
に「
機
械
科
」「
電
気

科
」を
有
し
て
い
る
。

「
教
員
の
働
き
方
改
革
や
I
C
T
化
を
進
め
る

中
で
、コ
ー
ス
ご
と
に
学
力
や
希
望
が
異
な
る
生

徒
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
を
い
か
に
構
築
す
る
か
？　

そ
れ
が
当
校
の
課
題
で
し
た
。『
最
難
関
』と『
難

関
』コ
ー
ス
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
が
決
ま
っ
た
の
は

２
０
２
１
年
。こ
の
と
き
、〝
模
試
は
結
果
を
見
る

だ
け
で
終
わ
っ
て
い
る
。
な
ら
ば『
ス
タ
デ
ィ
サ
プ

リ
』の
到
達
度
テ
ス
ト
を
実
施
し
、生
徒
に
必
要

な
学
習
計
画
を
立
て
て
課
題
配
信
を
行
っ
て
は

ど
う
か
〞と
の
意
見
が
出
て
、1
年
間
実
施
し
た

と
こ
ろ
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
翌
年
、全

校
導
入
。
今
、こ
れ
ま
で
に
な
い
改
革
が
進
ん
で

い
ま
す
」と
、教
頭
の
新
田
晃
弘
先
生
。

　

し
か
し
、全
校
導
入
で
す
ぐ
に
効
果
が
出
た

わ
け
で
は
な
か
っ
た
。「
従
来
の
や
り
方
が
良
い

教
員
も
い
ま
す
か
ら
、足
並
み
が
揃
わ
な
い
。
そ

こ
で
全
校
導
入
2
年
目
、活
用
目
的
を
〝
見
え

る
化
〞す
る
た
め
に『
ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ
活
用
推

進
委
員
会
』を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。課
題
を
洗
い

出
し
、３
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
け
て
活
用
方
法
を

考
え
た
こ
と
が
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　

そ
う
話
す
の
は
、委
員
会
の
立
ち
上
げ
を
提

案
し
た
進
学
支
援
部
部
長
の
松
崎
諭
先
生
だ
。

　

フ
ェ
ー
ズ
１
は「
教
員
に
指
示
さ
れ
た
課
題
を

校
内
で
確
実
に
行
っ
て
も
ら
う
段
階
」で
、主
に

「
機
械
科
」「
電
気
科
」の
生
徒
た
ち
。

　

フ
ェ
ー
ズ
２
は「
教
員
に
指
示
さ
れ
た
課
題
を

校
内・校
外
で
確
実
に
行
っ
て
も
ら
う
段
階
」で
、

主
に「
総
合
進
学
」「
ス
ポ
ー
ツ
」の
生
徒
た
ち
。

　

フ
ェ
ー
ズ
３
は「
教
員
の
指
導
な
し
で
や
る
べ

き
こ
と
が
自
走
で
き
て
い
る
段
階
」で
、主
に「
最

難
関
」「
難
関
」の
生
徒
た
ち
。

　

学
期
ご
と
の
委
員
会
で
は
、活
用
状
況
を
見

え
る
化
す
る
た
め
に
、教
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
。そ
れ
を
基
に
討
議
を
す
る
と
い
う
。

「
例
え
ば
、『
最
難
関
』『
難
関
』で
は
、1
学
期
に

到
達
度
テ
ス
ト
か
ら
の
連
動
課
題
を
生
徒
に
配

信
し
た
が
、計
画
通
り
に
で
き
た
か
？
『
総
合
進

学
』『
ス
ポ
ー
ツ
』で
は
、月
曜
日
に
授
業
の
復
習
課

題
を
配
信
し
た
が
、実
施
で
き
た
か
？
『
機
械
科
』

『
電
気
科
』で
は
L
H
R
や
学
び
の
基
礎
の
授
業

時
間
に
課
題
配
信
を
し
た
が
、取
り
組
め
た
か
？

成
功
事
例
を
共
有
し
て
活
用
す
る
だ
け
で
な
く
、

委
員
会
で
は
教
員
が
抱
え
て
い
る
活
用
の
問
題

点
や
疑
問
点
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
を
大
切
に

考
え
て
い
ま
す
。

1
学
期
後
の
委
員
会
で
は
、『
何
の
た
め
に
こ

の
課
題
を
や
る
の
か
、目
的
を
は
っ
き
り
さ
せ
た

ほ
う
が
い
い
』と
い
う
意
見
が
出
て
、2
学
期
か

ら
は
生
徒
た
ち
に
学
習
目
標
を
書
き
込
ん
だ

『
ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ
通
信
』を
配
布
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、生
徒
に
も
好
評
で
す
。
教

員
が
一
丸
と
な
り
、各
コ
ー
ス
の
生
徒
に
寄
り
添

う
、本
校
独
自
の
ス
タ
サ
プ
活
用
が
で
き
る
と
い

い
な
と
考
え
て
い
ま
す
」と
松
崎
先
生
。

働
き
方
改
革
の
中
、

コ
ー
ス
ご
と
に
希
望
が
異
な
る

生
徒
の
学
力
を
伸
ば
す
に
は
？

課題

課
題
の
進
め
方
や
励
ま
し
を

入
れ
た「
ス
タ
サ
プ
通
信
」で
、

コ
ー
ス
別
学
習
目
的
を
明
確
化

活用

スタサプ活用推進委員会を設置し、運用課題を
「見える化」。コースごとの最適活用を目指す

創立1956年／普通科・工業科
（共学）生徒数691人（男子492
人、女子199人）進路状況（2024
年3月実績）大学129人、短大7
人、専門学校等73人、就職53
人、その他7人

スタディサプリ活用法

取材・文／丸山佳子

学習

● スタディサプリ活用推進委員会
進学支援部部長、学年主任、工業科主任、５教科
主任が集まり、学期ごとに実施。下は、委員会の意
見から誕生した「スタディサプリ通信」。コースごと
に毎月の学習目標がわかりやすく記されている。

● 生徒のやる気UP 「スタサプBEST10」

「最難関」「難関」
コースは、到達度
テストの連動課題
に取り組んだ日程
を書き入れるフォ
ーマット。

中学校で実施して
好評だったBEST10
発表を高校でも今
年度から実施。「中
高一貫でスタサプ活
用に取り組んでいま
す」と、中学校教諭
の大胡満裕先生。

「総合進学」「ス
ポーツ」コース
は、教科担任が
どんな目的で課
題配信したか、
メッセージが書
かれている。

●生徒たちのスタディサプリ活用法
国公立大学志望なので、スタサ
プは苦手な数学対策に使ってき
ました。動画でポイントがわかり
やすいので、今は物理基礎など
の基礎復習に活用中です。

（最難関コース3年・宮崎 綾さん）
●

苦手な数学が、スタサプで何度
も計算問題にチャレンジして楽し
くなったのは、高校時代の大きな
収穫。今は小論文の講義を視聴
して力をつけています。
（難関コース３年・廻野未

み く

来さん）
●

尾道中学時代から使っているの
で、わからない点はスタサプで確
認する習慣がつきました。到達
度テストの連動課題で中学の
総復習もしています。

（総合進学コース1年・矢野雄大さん）
●

野球部なので、遠征先でも隙間
時間に勉強ができるのがいいで
す。いま頑張っているのは英・
数。夏休み明けのテストで、数
学の点数が上がりました！ 
（スポーツコース1年・武内陽

はると

都さん）

写真左から
進学支援部部長　
松崎 諭先生（地歴公民）
教頭
新田晃弘先生（保健体育）
教育支援部部長（中学校）　

大
おおえべす

胡満裕先生（数学）
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